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「主の祈り」05 

[私たちを誘惑に陥らせず・・・」 

マタイによる福音書 6 章 13 節 

「わたしたちを誘惑に遭わせず、悪い者から救って

ください。」 

＊＊ 

文語体の主の祈りでは「われらを試みにあわせ

ず、悪より救い出したまえ」となっています。 

1）「試み」「誘惑」 

実はこの祈りの中には 2 種類の願いが込められ

ています。ひとつは「試練による極度の苦しみから

守られるように」という祈り。 

これは極めて自然な祈りだと思います。誰も苦し

みや苦難、苦痛を喜ぶ人はいませんから、人間と

して当然といえば当然の祈りだと思います。 

しかし、この祈りを単純に、私たちを苦痛から救っ

てくださいという意味だけで考えているとがっかり

させられることがあります。 

私たちの人生には苦痛があり、試練があるからで

す。避けて通れない苦しみが私たちには、あるの

です。 

すべての人に程度の差はありますが、苦しみは存

在します。嫌だなと思うことに直面することはある

のです。 

そして、聖書はある種類の苦しみについては神か

らの訓練として教えています。 

ヘブル人への手紙の中にある有名な言葉 

12:6 なぜなら、主は愛する者を鍛え、子として受

け入れる者を皆、鞭打たれるからである。」 

12:7 あなたがたは、これを鍛錬として忍耐しなさ

い。神は、あなたがたを子として取り扱っておられ

ます。いったい、父から鍛えられない子があるでし

ょうか。 

・・・ 

12:10 肉の父はしばらくの間、自分の思うままに

鍛えてくれましたが、霊の父はわたしたちの益とな

るように、御自分の神聖にあずからせる目的でわ

たしたちを鍛えられるのです。 

12:11 およそ鍛錬というものは、当座は喜ばしいも

のではなく、悲しいものと思われるのですが、後に

なるとそれで鍛え上げられた人々に、義という平

和に満ちた実を結ばせるのです。 

 

そして、パウロは確信をもってこう断言しました。 

10:13 あなたがたを襲った試練で、人間として耐え

られないようなものはなかったはずです。 

神は真実な方です。あなたがたを耐えられないよ

うな試練に遭わせることはなさらず、試練と共に、

それに耐えられるよう、逃れる道をも備えていてく

ださいます。 

10:14 わたしの愛する人たち、こういうわけですか

ら、偶像礼拝を避けなさい。 

 

2）偶像礼拝 

パウロは不思議なことを語りました。 

神は試練に耐えられる道を備え、逃れる道を備え

てくださると断言した後で「偶像礼拝を避けなさい」

と警告しているのです。 

つまり、ここに「肉体的な、あるいは精神的な試練

の先にある危険物」があるのです。 

それが「誘惑」 

「やっぱり、神様なんか信じていてもダメなんだ」

「やっぱりこの神様も私を助けてくれないんだ」とい

う絶望感と神の言葉への無関心、無気力、それら

は絶望へと誘う誘惑です。 

神を神と認めたくない誘惑、神を自分の苦難よりも

下に見ようとする誘惑、神以外の何か、誰かを、

神より上に置いてしまう傾向があるのです。 

つまり、「絶望に向かわせる誘惑」であり「生きるを

励まさない、死ぬことを励ます誘惑」がここにあり

ます。 

私たちが使っている主の祈りの説明文には 

「私たちにとっていちばんの誘惑は、自分の弱さ、

不甲斐なさに絶望すること。やりなおす努力を放

棄することです。 

また、何事も争わず、対立せず、波風を立てずに

収めたいという思いも大きな誘惑です。  

私たちの優しさが、不正に満ちた体制を支えること

になりませんように。 

私たちが互いに絶望することなく、この世の中で

生きられますように。」とあります。 

自分の弱さ、自分の不甲斐なさに絶望し、神も仏



もあるものか、もう破れかぶれだ、 

死んでしまった方が良いと投げやりな生き方をす

ること、それこそ、「悪魔」の最も願っていることの

ひとつです。 

「悪いもの」とある存在については来週学びます。 

 

しかし、今朝は、「私たちが絶望の誘惑から守られ

ますように」と祈ることの大切さを本気になって考

えたいのです。 

イエス様はその生涯に渡って、このいのりを継続

的に捧げていたと思います。 

ヘブル人への手紙にはこう書かれています。 

5:7 キリストは、肉において生きておられたとき、

激しい叫び声をあげ、涙を流しながら、御自分を

死から救う力のある方に、祈りと願いとをささげ、

その畏れ敬う態度のゆえに聞き入れられました。 

5:8 キリストは御子であるにもかかわらず、多くの

苦しみによって従順を学ばれました。 

5:9 そして、完全な者となられたので、御自分に従

順であるすべての人々に対して、永遠の救いの源

となり、 

5:10 神からメルキゼデクと同じような大祭司と呼

ばれたのです。 

 

「キリストは、肉において生きておられたとき、激し

い叫び声をあげ、涙を流しながら、 

御自分を死から救う力のある方に、祈りと願いとを

ささげ、」とありましたが、 

イエス様の生涯は「絶望への誘い」との戦いだっ

たと思います。相談相手はいないし、 

お金も権力も金持ちの支援者もいませんでした。

誤解され、追い立てられ、非難され、 

数人の無学な貧しい弟子たちとの、放浪生活のよ

うな 3年間。ただひたすら私たちの救いのための

十字架への道を進みました。 

しかし、そこまでの間、何度も打ちひしがれて落ち

込みそうになり、絶望しそうになり、 

一気にそこにいた人たちを打ち滅ぼしたくなるよう

なこともあったのだろうと思います。しかし、イエス

様は耐えました。 

絶望することなく、十字架の上で「完了した」と叫ぶ

ことができる人生の役目を完遂しました。 

苦難は、好ましいものではありませんが、全部が

悪ではありません。 

その経験はいつか他の人の苦難によりそうために

有益な出来事に変えられることがあるからです。 

でも、辛いものは辛いですから、それ以上辛い状

況にならないようにと祈ることは正しいことです。 

しかし、この祈りは、そこで止まるものではなく「誘

惑に陥らないように」という祈りでもあるのです。 

絶望せずに「生きる」を選べますようにという祈り

です。そこにこそ、私たちの力や誠実度が測られ

るのかもしれません。 

イエス様はすでにその道を完遂してくださいまし

た。イエス様とともにいられるなら大丈夫、 

イエス様と結びついていれば大丈夫なのです。 

主よ、私たちが絶望せずに今日、丁寧に生きられ

ますように、絶望への誘惑に惑わされませんよう

に。 

そして具体的なあり方ですが、「重荷や悩みを自

分の人生の主役にしない」ことが大事です。 

それは自分の重荷を神にしてしまうことに似てい

るからです。あなたの重荷が「偶像礼拝の素材」に

なり得るのです。 

「絶望を神としないこと」です。 

 

「にもかかわらず神を信頼します」という姿勢が大

事なのです。 

聖歌 720 の歌詞が印象的です。 

 『望みはうせ』 

1 望みは失せ 詮方（せんかた）尽きて 心弱り 

思い萎（しお）れ  

再び立ち上がる力 無き時にも  

神を信ぜよ 神を信ぜよ 神を信じて勇み立てよ 

2 闇の後（あと）に 朝は来たらん 

雲は裂けて 陽は照り出でん 主の試み  

耐え忍ばば 愛の光 照らし給わん 

神を信ぜよ 神を信ぜよ 神を信じて勇み立てよ 

3 全き力持てる神は 汝れを守り 助け給わん  

神を信じて 恐れ、嘆き 煩（わずら）いとに 

戦い勝て 

神を信ぜよ 神を信ぜよ 神を信じて勇み立てよ 

 

祝福がありますように アーメン 


